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あらまし：本稿は，生成 AI の活用をテーマにした高大連携のワークショップに参加する高校生（対面 4

名とオンライン 1 名）とファシリテーター役の大学生 1 名の計 6 名のディスカッションをメタバース環

境で行い，その活動状況と発言内容を質的分析の手法 SCAT（Steps for Cording and Theorization）と質的デ

ータ分析のソフトウェア QDA（Qualitative Data Analysis）により分析を試みた．その結果，メタバース内

での参加者の活動（非同期・同期学習）状況とディスカッションの内容の可視化を試みることが出来た． 
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1. はじめに 

生成 AI の急速な普及にみられる情報通信技術の

急激な進歩が社会に大きな影響をもたらしつつある

今日，教育テクノロジー研究における質的研究の意

義 (1)(2) は重要性を増している．また，協調学習も創

造的人材育成への社会的要請などとも相まってより

一層の期待が寄せられている(3)．筆者は学校外（企業

や教育委員会）との連携し，高校生と大学生に生成

AI やメタバースなどの最新技術に関する協調学習

の機会を企画した．メタバース（非同期・同期）環

境を活用し，他者の意見を聞きながら自らの考えを

まとめ，発表するディスカッションを当日実践した．

本稿では，その結果を SCAT(1)や QDA ソフト(3)(4)を

使って質的分析を試みた． 

2. ワークショップの概要 

生成 AI で身近な課題を考える今回の高大連携の

ワークショップの参加者は，高校生（対面 4 名とオ

ンライン 1 名）とファシリテーター役の大学生 1 名

の計 6 名．参加者にはオンライン事前交流会でメタ

バースのサービス（ovice）への接続確認と事前課題

の説明を行った（7 月 26 日）．参加者は期限までに

メタバース内に配置した外部講師（生成 AI を活用

した新規事業創出支援に実績を持つ）の解説動画（15

分）の視聴とオンライン掲示板への書き込みという

非同期型学習に取り組んだ．当日（8 月 24 日）は同

期型のハイブリッドによるメタバース環境に外部講

師も参加者もアバターで同一の仮想空間に接続し，

講師の講演（25 分）後にディスカッションを行った．

ディスカッションの前半で意見交換し，後半は各自

の考えをまとめ，仮想空間を使って個人発表した． 

3. 質的分析の結果 

メタバース内の活動では，オンライン参加 1 名（E）

と対面参加のうち 2 名（A,B）の計 3 名の高校生の

（アバターの）移動回数と会話アプローチ（他者の

アバターが自分のアバターに近寄ってきた回数）が

当日しか発話していないにもかかわらず事前交流会

から当日までの間で急激に多い結果となっていた．

当日はファシリテーター役（I）への会話アプローチ

が最も多かった．オンライン参加 1 名（E）以外の参

加者の発話は対面での音声をマイクで共有したため

発話数はほぼゼロである．(図 1,図 2,図 3,図 4,図 5) 

ディスカッションは前半も後半もファシリテータ

ー役（I）が最初に発言した．特に前半で反対意見の

あったアイデアをあえて再提案したことで，反対意

見への反論の発言の増加が他者（B）でもみられ，さ

らに反対意見の変化（C,D）もみられた．なお，2 名

（C,D）は事前課題未提出のまま当日参加していた．

ファシリテーター役（I）の発言と 2 名（C,D）の発

言のディスカッション全体の流れに対する影響を可

視化でき，今後の課題を SCAT で確認した．（表 1） 

参考文献 

(1)大谷尚:“4 ステップコーディングによる質的分析手法

SCAT の提案”,名古屋大学大学院教育発達科学研究科紀要

（教育科学）, Vol.54, No.2, pp.27-44（2007） 

(2)大谷尚:“質的研究とは何か-教育テクノロジー研究のい

っそうの拡張をめざして”,教育システム情報学会誌 Vol.25, 

No.3, pp.340-354 (2008) 

(3)加藤浩:“協調学習環境における創発的分業の分析とデ

ザイン”,ヒューマンインターンフェース学会論文誌, Vol.6, 

No.2, pp.161-168（2004） 

(4) 佐藤郁哉:“QDA ソフトを活用する実践質的データ分

析入門”,新曜社,東京（2008） 

四国地区 教育システム情報学会 2023年度学生研究発表会

171



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図 1～4はメタバースのインサイト機能から参加

者の活動を分析．図 6は，メタバース内（図 5）で

のディスカッションの前半と後半の二事例の発言

データを MAXqdaで分析（SCAT<1>～<4>に相当）． 

 

図 5 メタバース（ovice）での当日の様子 

 

図 2 メタバース内での活動①（当日） 

 

図 1 メタバース内での活動①（事前交流～当日） 

 

図 4 メタバース内での活動②（当日） 

 

図 3 メタバース内での活動②（事前交流～当日） 

 
図 6 QDA ソフト（MAXqda）による二事例モデル表示 

表 1  SCAT による分析（抜粋）注：<1>～<4>のコーディング工程は MAXqdaで対応のため省略（<5>は下記課題に記載） 
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